
別紙１   市民サービス協働化提案制度事業実施状況等（令和５年度、６年度実施分） 

団

体

名 

一般社団法人 PENTAGON 

事

業

名 

市民活動・NPOボランティアセンターにおける市民活動支援事業 

事

業

の

内

容 

市民活動コーディネート業務 

団体の自立支援を主軸として、人まち補助金のサポート、団体の人材育成や情報発信力向上、スキルア

ップセミナーの実施などを以下の項目で実施する。 

目的： 

創造豊かで活力あるまちづくりを推進するため、市との協働により、市民参画、協働およびコミュニティ活

動の推進につながる各種事業、市民活動の拠点施設である市民活動・NPOセンターの管理運営を行う。 

＜１＞市民活動支援事業 

＜２＞人づくりでまちづくり事業補助金関連事業 

＜３＞市民参加・参画、協働、コミュニティの推進、市民活動関連情報収集、発信事業 

＜４＞市民活動・NPOボランティアセンター管理運営業務 

事

業

の

実

施

結

果 

＊参加人数、アンケート結果等の事業の実施結果について、数値等を用いながら分かりやすく記入してくだ

さい。（別紙でも可） 

 

＜１＞市民活動支援事業 

【Step Up Lab】NEW Program 

団体の企画力・広報力の強化を目的に個別でチラシ作成やイベント作成サポートを行なった。 

■受講団体：6 団体 

開催 団体名 コース 内容 

令和 5 年度 ココカライベント企画室 チラシづくりコース 活動紹介 

令和 5 年度 日本紙飛行機協会 宗像支部 チラシづくりコース 活動紹介・パンフレット 

令和 5 年度 二丁目小学校 チラシづくりコース 活動紹介・参加募集 

令和 5 年度 おはなしドロップ チラシづくりコース ボランティアスタッフ募集 

令和 5 年度 Berinda イベント企画コース 講座 

令和 6 年度 自治会運営サポートセンター チラシづくりコース  

 

◾️まちづくりのすゝめ 

 団体の広報力強化を目的に年 4 回の講座を開催（実施５年目） 

開催 団体名 申込者数 

令和 5 年度 伝わるチラシデザインのすゝめ 21 

令和 5 年度 動画づくりのすゝめ 23 

令和 5 年度 LINE 公式アカウント活用のすゝめ 18 

令和 5 年度 企画づくりのすゝめ 21 

令和 6 年度 スマホ写真撮影のすゝめ 22 

令和 6 年度 WEB デザインのすゝめ 15 

令和 6 年度 チラシ・SNS の文章術 27 



 

■CIRCL-むなかた井戸端会議 

 市民が地域の現状を知る機会の創出を目的に年 3 回の講座を開催（実施 4 年目） 

開催 団体名 申込者数 

令和 5 年度 福祉のいまとこれから 17 

令和 5 年度 Well-being 地域で自分らしく暮らす・働く 9 

令和 5 年度 食を通じて未来を考えるフェアトレードコーヒー 9 

令和 6 年度 飲食店における地産地消の取り組み 7 

令和 6 年度 わたしたちの防災計画 12 

 

  

 

＜２＞人づくりでまちづくり事業補助金関連事業 

 令和 6 年度は下記に加え、人まち補助金の改定についても進める。 

時期 実施内容 

4 月 

メイトム HP へ募集要項等掲載 

事業計画の相談、申請書作成サポート 

令和 5 年・・・11 団体提出（新規 7 団体、継続 4 団体） 

令和 6 年・・・8 団体提出（新規 1 団体、継続 7 団体） 

5 月 

事前学習会へオブザーバーとして参加 

２次審査へ向けてのプレゼンテーションのサポート 

審査会参加 

メイトム HP へ申請書掲載（〜審査会まで） 

報告書類・様式集、事業実施の手引きについて市と確認 

6 月 
交付式参加、事業実施説明会の運営 

メイトム HP へ採択団体の事業内容、各様式集データ掲載 

2 月 次年度募集に向けて SNS などで告知 

2 月 次年度に向け募集要項・申請様式について市と確認 

3 月 

報告会（新規 8 団体）進行・説明会の準備、運営 

開催に向けて SNS 等で発信 

次年度に向け募集案内、メイトム HP へ掲載 

報告書作成サポート（１団体につき 3 回程度対応） 

随時 
計画の変更等の相談、活動見学、市広報紙掲載サポート 

活動内容のレポート作成→PENTAGON HP へ掲載➡︎S N S 等で発信 

 

 



＜３＞市民参加・市民活動関連情報収集、発信事業 

【市民活動・NPO センターだより発行】 

■発行部数 年 2 回 各回 1100〜1,300 部 

■配布先 市内各所 

■実績  

市民活動実践者やまちづくりに興味・関心のある人に役立つ情報をお届けする情報紙「市民活動・NPO セン

ターだより」（A4、4 ページ）を年 2 回発行し、市内各所へ配布。  

 

【市民活動・NPO センター ホームページ制作】 

宗像市の市民活動に関する情報を発信することで宗像市全体における市民活動の活性化を図ることを目的

に制作。誰でも簡単にアクセスできること、市民活動団体が自ら掲載しホームページのように活用できるよ

う工夫しながら実施。 

公開日は令和 7 年 3 月 3 日。 

 

【union67】 

市民活動団体同士の横のつながり連携強化を目的にした市民団体ネットワーク「Union67」を設立。令和 7

年２月現在で 9 つの組織が加盟。実施２年目 

・PENTAGON 

・NPO 法人メイクハッピー＆ピース 

・宗像ビブリオバトル倶楽部 

・パトラン宗像 

・認定 NPO 法人改革プロジェクト 

・日本紙飛行機協会宗像支部 

・Berinda 

・むなかた JLC 

・木村組（企業） 

 

＜取り組み内容＞ 

令和 5 年度  

・1/31 キックオフ ：9 名 

・3/1 視察会「ひのさと 48」 ：7 名 

・3/26 情報交換会「団体の補助金・助成金活用」：5 名 

令和 6 年度 

・10/7 まちづくり講演会・交流会：36 名 

・12/19 視察会「快生館」：4 名 

・1/29 情報交換会「法人化について」：4 名 

 

 

 

 

 

 



＜４＞市民活動・NPO ボランティアセンター管理運営業務 

【相談窓口対応】 

内容別対応件数は以下の通り（窓口・電話・メール対応を合算） 

令和 5 年実績 

人まち関連・・・545 件 

その他・・・1262 件 

【市民活動団体登録申請書受付】 

令和 5 年度実績 

対応件数・・・192 件 

事

業

採

択

時

の 

特

に

考

慮

を

お

願

い

し

た

い

点 

・ＳＮＳを活用して多くの世代に認知されるように努めてください。 

・団体の名称・理念が、市民に浸透するように努めてください。 

・宗像市の市民活動等に関する課題に対して着実に取り組んでください。 

上

記

の

対

応

状

況 

・主に LINE、SNS、メール配信を活用し、広報発信スケジュールを組み、周知を図っています。 

投稿数合計 161件／平均月 13.4件（前年度：投稿数合計 144件／平均月 12件） 

LINE登録数（令和 7年 2月現在）233人 

メール配信登録数（令和 7年 2月現在）165人 

 

・今後の市民活動の方向性について明確にするため、担当課と「宗像市 市民活動ビジョン」を約

半年かけて策定した。 

 

・策定したビジョンは、センター情報紙や新たなウェブサイトのタイトルに活用するなど行い、市民

への浸透を図っている。 

＊枠内に入らない場合は別紙に記入してください。 



別紙２ 　市民サービス協働化提案制度事業点検シート（令和5年度、6年度実施分）

団体名

担当課

 自己点検
  基  準

自己点検

4

4

5

4

5

4

4

3

5

3

　 自由記入欄（チェック項目全体を振り返って、次年度の事業実施に向けた改善点、その他気づいた点を記入）

【団　体】
市にも団体の特性を理解いただき事業を進めることができたと認識してい
る。今年度は本協働提案化制度の他にも、地区防災計画の策定に携わり、協
働の幅を広げることができている。

【団　体】
まちづくりのすゝめやCIRCLなど定期的に開催する講座でのアンケート調査
で満足度の高さを実感できている。また、人まちなどを通じた団体サポート
の面でも、きめ細やかなサポートを実施しており、一定の評価を得ていると
認識している。

受益者（市民）が満足したか。

【担当課】団体スタッフ全員と市担当の係員全員が参加するミーティングを
毎月行い、各種事業を連携を取りながら進行できた。また、ミーティングに
併せてワークショップを開催し、協働で事業を進めるためのビジョンを策定
したことで、より対話の機会が増え、相互の理解が深まった。

団体、市ともにお互いの特性や立
場を理解して事業を進めたか。

当初の提案どおりに実施したか。
【担当課】１年目の実施結果をふまえ、２年目には、団体と市の双方で協議
の上、適宜見直しなども行い事業を実施した。また、市民活動のビジョンの
策定やunion67の発足という新しい取り組みも実施し、当初の提案以上の事
業を実施できている。

【団　体】
担当課との月１回の報告会に加え、事業別に打ち合わせ機会を設けながら進
めることができた。

【団　体】
当初の計画に加え、人まち補助金の制度設計やUnion67の構築・NPOセンター
専用のWEBサイトの構築など計画の枠を超えた提案・実施が行えたと認識し
ている。限られた人材、時間の中において、最大限のパフォーマンスを発揮
できたと感じる。

コミュニティ協働推進課
事業名

市民活動・NPOボランティアセンターにおけ
る市民活動支援事業

チェック項目 コ　メ　ン　ト

一般社団法人PENTAGON

・５（目標（期待）を大きく上回った） 　・４（目標（期待）をやや上回った） 　・３（目標（期待）どおりだった）
 ・２（目標（期待）をやや下回った）　 ・１（目標（期待）を大きく下回った）

次年度以降の課題として、満足度が高い反面、講座等への参加者数が少ないという点が挙げられる。参加人数を増やすため
に、講座内容の精査や情報発信の強化、全体の計画性等に改善の余地がある。また、市だけでは広く浅くのアプローチに限
られるため、団体の専門性を活かし、テーマに合った人たちへのピンポイントでの開催の周知や開催日時の工夫を行い、よ
り多くの方に役立つ講座等を開催できるように協議を重ねていく。

【団　体】

団体の専門性、ノウハウ、アイデ
アが活用されたか。 【担当課】union67発足という新しい取り組みや様々な方面で活躍する講師

を招聘しての講座の開催等、市だけでは補えない、特に企画力の面におい
て、団体の有するノウハウや専門性が活用されている。

団体と市が協働で実施したこと
で、より効果が高まったか。 【担当課】日々市民活動団体への細かいフォローを行っていることで、情報

をしっかりと把握できている。市としてもリアルな現場の声を得ることがで
きており、特に、人づくりでまちづくり事業補助金の改正には、市民活動団
体の目線を取り入れ、より活用しやすい制度となるよう検討することができ
た。

【担当課】令和6年度に実施した事業（まちづくり講座）での参加者へのア
ンケート結果では、大変満足・満足と回答した方が８割を超えている。ま
た、人まち補助金採択団体からも、団体のサポートが活動を後押ししてくれ
ているという意見が出されている。
一方で、講座への参加者数が少ないため、参加者数を増やすための取り組み
については今後協議を重ねていく必要がある。

◾️次年度へ向けて

・人まち補助金リニューアルの円滑な運営

・リニューアルサイト（NPOセンター）の活用
・講座などの事業における広報期間を長く設置する

【団　体】
特に人まち補助金の設計やNPOセンターサイトの設計では団体で持つ専門性
やノウハウを活かし進めることができた。各スタッフの持つ専門性や強みを
十分に活かすことができたと感じる。

【担当課】


